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パイプ傾斜計の実地盤での適用性を確認するため，

実際の地すべり地において，深度

を掘削し，パイプ傾斜計を深度

ンサは

設置したパイプひずみ計の計測値と比較検証を

この地すべりブロックは，幅約

規模であり，ボーリング結果から推定されるすべり面

深度は，パイプ傾斜計設置孔で

設置孔で

地すべり活動方向（調査主測線方向）とし，

べり横断方向とした。計測期間は

2016

図

深度の水平変位量（パイプのたわみ量）とパイプひず

み計の計測値の日別累積柱状図を示す。
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図-3 強制変位実験結果（たわみ量の比較）
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